
JP 4554786 B2 2010.9.29

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
流体を通すために内視鏡内に設けられた硬質パイプの開放端近傍の外周面に周状に突起が
形成されて、上記硬質パイプの外径より細い内径を有する可撓性チューブが上記硬質パイ
プの開放端側から上記突起を越える位置まで被せられ、
　上記可撓性チューブの外周を囲む環状に形成されて上記突起部分を跨ぐ状態に上記可撓
性チューブの外周面に沿って配置されたチューブ押さえ環の一端側に、上記可撓性チュー
ブを押圧して上記突起部分を通過できない径に規制する小径部が形成されると共に、上記
チューブ押さえ環の他端側付近は内径が一定で外面が上記他端側へ次第に径が大きくなる
テーパ状に形成されて、上記他端側に開口するスリ割りがそこに形成され、
　上記チューブ押さえ環より硬い部材からなる外挿環が上記チューブ押さえ環に被嵌され
て、上記外挿環が、上記チューブ押さえ環の上記一端側から上記他端側のテーパ状部分に
スライドされることによって上記チューブ押さえ環の上記他端側を縮径方向に変形させ、
その結果、上記可撓性チューブが上記突起部分を挟んでその両側において上記突起部分を
通過できない径に規制されることを特徴とする内視鏡の配管接続部。
【請求項２】
上記チューブ押さえ環の内径が一定の部分と上記小径部との境界部分は内径が徐々に変化
する斜面状に形成されて、上記外挿環の内面には上記チューブ押さえ環の上記一端側から
上記他端側にスライドされた時に上記チューブ押さえ環の一端側の端面に当接する段部が
形成され、上記外挿環の段部を上記チューブ押さえ環の一端側の端面に当接させることに
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より、上記チューブ押さえ環の斜面部分が上記可撓性チューブを上記突起に押し付けた状
態になる請求項１記載の内視鏡の配管接続部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、流体を通すために内視鏡内に設けられた配管を接続するための内視鏡の配管
接続部に関する。
【０００２】
【従来の技術】
内視鏡内には、送気、送水及び吸引等のための各種流体管路が配管されていて、その操作
弁が操作部に配置されている。流体管路は、内視鏡の挿入部内等では可撓性チューブによ
って形成されているが、それを操作弁のシリンダ等に直接接続することはできないので、
シリンダ等に突設された金属パイプに接続するようになっている。
【０００３】
ただし、そのような接続部には、可撓性チューブが引っ張られる力や流体圧等がかかるの
で、そのような力で可撓性チューブが抜けることのないように、可撓性チューブと金属パ
イプとをしっかりと固定する必要がある。
【０００４】
そこで従来は、流体が通る金属パイプの開放端近傍の外周面に周状に突起を形成して、金
属パイプの外径より細い内径を有する可撓性チューブを金属パイプの端部側から突起を越
える位置まで被せ、その突起部分を跨ぐ範囲において可撓性チューブを外面側から金属コ
イルで緊縛したり、テーパ管で押圧して接着固定していた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、可撓性チューブの外面を金属コイルで緊縛するのは作業性が非常に悪く、そのた
め作業中にチューブを破損するおそれもあり、テーパ管により押圧固定する場合には、可
撓性チューブに対するテーパ管の押し付けが不足して固定状態が不完全になりがちで、接
続部から漏れが発生する場合がある。
【０００６】
そこで本発明は、硬質パイプと可撓性チューブとを容易な作業で確実に接続することがで
きる内視鏡の配管接続部を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の配管接続部は、流体を通すために内視鏡内
に設けられた硬質パイプの開放端近傍の外周面に周状に突起が形成されて、硬質パイプの
外径より細い内径を有する可撓性チューブが硬質パイプの開放端側から突起を越える位置
まで被せられ、突起部分を跨ぐ状態に可撓性チューブを囲んで配置されたチューブ押さえ
環の一端側に、可撓性チューブを押圧して突起部分を通過できない径に規制する小径部が
形成され、チューブ押さえ環より硬い部材からなる外挿環がチューブ押さえ環に被嵌され
、それによって外挿環がチューブ押さえ環の他端側を縮径方向に変形させ、その結果、可
撓性チューブが突起部分を挟んでその両側において突起部分を通過できない径に規制され
るようにしたものである。
【０００８】
なお、チューブ押さえ環の他端側付近は、外面が端部側へ次第に径が大きくなるテーパ状
に形成し、その部分に端部側からスリ割りを形成することにより、外挿環を被嵌すること
でチューブ押さえ環の他端側部分を容易に縮径させることができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図１と図２は内視鏡の配管接続部を固定する途中の状態と固定された状態を示しており、
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１は、例えば内視鏡の操作部に配置された送気送水操作弁から操作部内に突設されたステ
ンレス鋼パイプ製の硬質パイプであり、空気又は水等が通される。
【００１０】
硬質パイプ１の外周面には、開放端である突端から例えば数ミリメートル程度の間隔をあ
けた位置に周状の突起１１が突設されている。この突起１１は３６０°全周に帯状に設け
られていてもよく、或いは、ある程度不連続に設けられていてもよい。
【００１１】
２は、内視鏡の先端部等に空気又は水等を送るために内視鏡の挿入部内に挿通配置された
可撓性チューブであり、例えば四フッ化エチレン樹脂又はポリエチレン樹脂等を素材とし
ている。
【００１２】
この可撓性チューブ２は、内径寸法が硬質パイプ１の外径寸法より細く形成されていて、
硬質パイプ１の突端側から突起１１を越える位置まで硬質パイプ１の外表面に被せられて
いる。なお、硬質パイプ１と可撓性チューブ２との接触面には、接着剤又は封止剤を予め
塗布しておくのがよい。
【００１３】
そして、可撓性チューブ２の端部を硬質パイプ１に押圧固定するための短い円筒状のチュ
ーブ押さえ環３が、突起１１部分を跨ぐ範囲において可撓性チューブ２を囲むように配置
されている。
【００１４】
チューブ押さえ環３の一端側（各図において左側の端部側）には、可撓性チューブ２を外
側から押圧して突起１１部分を通過できない径に規制する小径部３１が形成されており、
小径部３１の内端位置に生じる段部は４５°程度の斜面３１ａに形成されている。
【００１５】
図１に示されるように、チューブ押さえ環３の他端側（図において右側の端部側）付近は
、外面が端部側へ次第に径が大きくなるテーパ状に形成されている。
３２がそのテーパ部である。ただし、内面側は一定の径に形成されている。そして、図３
の斜視図にも示されるように、チューブ押さえ環３の他端側には、端部側から複数（例え
ば３～８個程度）のスリ割り３３が間隔をあけて形成されている。
【００１６】
チューブ押さえ環３は、例えば亜鉛合金等のようにある程度強い力を加えると容易に変形
する剛性の低い金属材料又はプラスチック材料等によって形成されており、亜鉛ダイカス
トによって形成することもできる。
【００１７】
チューブ押さえ環３の外側には、例えばステンレス鋼等のようにチューブ押さえ環３より
硬い部材からなる短い円筒状の外挿環４が被嵌され、それによって、図１と図２に、外挿
環４をスライドさせた時の変化が図示されるように、外挿環４がチューブ押さえ環３のテ
ーパ部３２部分を縮径方向に変形させる。
【００１８】
即ち、外挿環４の内径はチューブ押さえ環３の外径に嵌合する大きさであり、外挿環４を
図１に示される状態から図２に示される状態にスライドさせていくと、外挿環４の先端面
がチューブ押さえ環３のテーパ部３２にぶつかる。
【００１９】
そこでさらに強く外挿環４をスライドさせると、突起１１を越えた位置において、テーパ
部３２が外挿環４内にもぐり込む状態にチューブ押さえ環３が変形し、その部分のチュー
ブ押さえ環３の内面が可撓性チューブ２の端部を外側から押圧して突起１１を通過できな
い径に規制する。
【００２０】
それと同時に、外挿環４の後方の内面に形成された段部４１がチューブ押さえ環３の端面
に当接して、チューブ押さえ環３の斜面３１ａ部分が可撓性チューブ２を突起１１に押し
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【００２１】
その結果、突起１１を挟んでその両側において、チューブ押さえ環３により可撓性チュー
ブ２が突起１１部分を通過できない径に緩みなく規制され、外挿環４をスライドさせる作
業だけで可撓性チューブ２が硬質パイプ１に機械的に確実に固定された状態になり、両者
の接触面に塗布された接着剤又は封止剤によって硬質パイプ１と可撓性チューブ２とが漏
れのない状態に接続される。
【００２２】
【発明の効果】
本発明によれば、外挿環をスライドさせる作業だけで可撓性チューブが硬質パイプに確実
に固定された状態になり、硬質パイプと可撓性チューブとを容易な作業で確実に接続する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の配管接続部の硬質パイプに可撓性チューブを固定する
途中の状態の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の配管接続部の硬質パイプに可撓性チューブが固定され
た状態の側面断面図である。
【図３】本発明の実施例のチューブ押さえ環の斜視図である。
【符号の説明】
１　硬質パイプ
２　可撓性チューブ
３　チューブ押さえ環
４　外挿環
１１　突起
３１　小径部
３１ａ　斜面
３２　テーパ部
３３　スリ割り
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